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場所：奈良教育大学 食堂ホール

全国大学生協連
関西北陸ブロック

共同執筆：石崎、折居、
松本、植村、石田と

協力：京滋・奈良エリア
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平和について
の知識を得る
だけでなく、
交流を通して
さまざまな視
点から考える
きっかけとな
りました！

02 アイスブレイク！
楽しく交流しながら平和を考える

アイスブレイクでは、「朝ごはんにパンを食べた人」や

「戦争の話を聞いたことがある人」など、参加者の中で当て
はまる人の割合を予想するゲームを行いました。
身近で答えやすいテーマから徐々に平和や戦争に関する問

いへとつながっており、楽しみながら自然に今回の平和学習
へ入っていける工夫がとても印象的でした。

03ぴーなら図書館
平和学習の第一歩

ぴーなら図書館では、「平和×〇〇」をテーマにした記

事を読み、知識のインプットを行いました。記事は実行委
員が作成したもので、学生の視点から興味を持ちやすく、
身近に感じられるテーマを取り上げることによって、参加
者が平和を考えるきっかけになりました。
記事を読んだ後は、同じ記事を読んだ人同士、異なる記

事を読んだ人同士の順に交流し、感想や意見を共有しまし
た。２段階の交流を通して、平和について深く考えること
ができました。

参加者
奈良教育大（6）、奈良女子大（11）、奈良県立大（1)
近畿大（8）、大阪公立大（1）、大阪経済大（3）
滋賀県立大（2）、同志社大（1）、和歌山大（1）
大学生協連（1）

計9会員35名(参加者20名、実行委員15名)

奈良三大学
で平和につ
いて考える
時間にしま
しょう！

01開会式（はじめに）
奈良から「平和」を考える

Peace Now! 奈良のスタートに先駆け、開会式では

「なぜ奈良でPeace Now!を行うのか」を改めて考えました。
奈良には様々な戦跡が残されています。
しかし、そこに込められた当時の人々の想いや記憶は現在

を生きる私たちにどのように受け継がれているのでしょうか。
奈良に残る戦跡やその背景を知ることを通して、過去の出来
事として戦争を学ぶだけでなく、平和について学び、考え続
けることの意味を見つめ直す機会となりました。

奈良女子大学生協・奈良教育大学生協

Peace Now！奈良 2026
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身近なことから
平和へ繋げる

ところがアイスブ
レイクとして

とても素敵な企画
だと思いました！

◯概要

Peace Now!奈良（ぴーなら）は、奈良県内の
大学生が中心となって企画・運営する平和学習
です。身近なテーマから平和を考える学習や
フィールドワーク、グループワークを通して、
参加者同士で考えや思いを交流しました。



私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

[過去]・[現在]・
[これから望む社会]
のそれぞれの要素
が書かれた付箋を
木に出すことで、
平和の木が出来
上がりました！

04 フィールドワークの時間
実際に歩いて、平和を考える

05 アウトプットの時間
自らの言葉で伝える「平和」

アウトプットの時間では、ここまでの学びを踏まえて、

グループごとに平和に関する[過去]と[現在]、[これから望
む社会]について考えました。
各々が持つ「平和」に対する考え方や想いを共有しなが

ら、これからの社会がどうなると良いかについて、対話を
通して深めることができました。
また、各グループが考えたことを見て回ったり実際に聴

いたりして、多様な「平和」に触れることもできました。

06 閉会式（おわりに）
今日の学びを、これからの「平和」へ

閉会式では、一日の学びを振り返りました。戦跡を訪れ、

さまざまな人の想いや歴史に触れた一日。そこで感じたこ
と、考えたことを振り返りながら、「平和について学んだ
私たちが、これからどのような想いを持って過ごしていく
のか」を改めて考える時間となりました。
今日得た学びをこの一日だけで終わらせず、それぞれが

日常へ持ち帰り、平和について考え続けていく。その大切
さを再確認し、Peace Now! 奈良を締めくくりました。

+α 実行委員会のみなさんへ

企画・運営、本当にお疲れさまでした！
身近なテーマから平和について考え、参加者同士で思いを
交流できる「ぴーなら」だからこその素敵な学びがたくさ
んありました。これからも奈良から平和について考える輪
が広がっていけば嬉しいです！
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ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [石田] 
Ishida.Tomoki@univ.coop

フィールドワークでは、奈良教育大学の学内や周辺に残る戦

跡を巡りました。現在のキャンパス周辺には、かつて兵隊を養
成する施設があり、今の私たちと同じ年代の若者たちが訓練を
受けていた歴史があります。
普段過ごしている場所を実際に歩き、当時の若者の姿を想像

することで、戦争を遠い過去の出来事ではなく、自分たちに重
ねながら考えられることが、このフィールドワークの大きな魅
力だと感じました。

jiu
実際に歩く
からこそ、
歴史を身近に

感じられました！

今日１日、
本当に勉強に
なりました！
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